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■
納
骨 

納
骨
は
完
全
予
約
制
で
す
。
ま
た
、
納
骨
手

続
き
は
願
人
（
名
義
人
）
本
人
の
納
骨
時
を
除

き
、
願
人
の
み
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
上
記

ご
案
内
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 ■
納
骨
室 

納
骨
室
の
扉
開
閉
は
、
遺
骨
の
移
動
（
納

骨
、
改
葬
）
時
以
外
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

遺
骨
の
管
理
上
、
遺
骨
を
出
し
て
の
墓
参
は

行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
届
け
出
の
無
い
遺

骨
、
遺
品
等
が
納
骨
室
に
あ
っ
た
場
合
、
改
葬

手
続
き
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。 

 ■
名
義
変
更
（
要
予
約
） 

願
人
が
既
に
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
い
る

場
合
は
、
新
た
な
納
骨
・
遺
骨
の
移
動
（
改
葬
）

が
一
切
で
き
ま
せ
ん
。
名
義
変
更
に
は
当
苑
指

定
の
相
続
手
続
き
が
必
要
で
す
（
必
要
書
類

の
他
、
許
可
証
再
発
行
志
が
必
要
）。
窓
口
で

の
手
続
き
や
相
談
等
を
ご
希
望
の
際
は
事
前

に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。 

 

■
住
所
変
更 

住
所
等
連
絡
先
が
変
更
さ
れ
た
場
合
は
、

お
早
め
に
住
所
変
更
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。『
本
願
寺
春
秋
』
等
、
東
山
浄
苑
東
本

願
寺
か
ら
の
重
要
な
書
類
が
届
か
な
く
な
り

ま
す
。
な
お
、
電
話
で
の
住
所
変
更
は
お
受
け

で
き
ま
せ
ん
。
願
人
来
苑
時
に
お
手
続
き
い

た
だ
く
か
、
願
人
の
本
人
確
認
が
で
き
る
公

的
書
類
（
運
転
免
許
証
・
保
険
証
等
）
の
写
し

を
同
封
の
う
え
①
氏
名
②
納
骨
御
仏
壇
の
場

所
（
階
・
区
・
列
・
番
号
）
③
新
住
所
並
び
に

電
話
番
号
④
旧
住
所
並
び
に
電
話
番
号
を
ご

記
入
い
た
だ
き
、
総
合
受
付
（
尚
書
）
ま
で
お

送
り
く
だ
さ
い
。 

 
 

■
仏
具
、
お
供
え
物 

お
供
物
等
は
仏
様
の
お
下
が
り
と
し
て
お

持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
参
詣
後
の
仏

具
、
花
瓶
、
電
気
香
炉
等
に
つ
き
ま
し
て
は
全

て
御
仏
壇
の
中
に
納
め
、
片
付
け
て
お
帰
り

く
だ
さ
い
。
破
損
並
び
に
紛
失
は
自
己
負
担

に
な
り
ま
す
。 

 ■
鍵
の
紛
失 

鍵
の
複
製
手
続
き
は
、
願
人
か
ら
の
申
請

が
必
要
で
す
。 

申
も
う
し

経
き
ょ
う 

（
要
予
約
） 

各
本
堂
に
て
、
年
忌
、
祥
月
、
初
盆
、

納
骨
等
の
法
要
を
お
勤
め
い
た
し
ま

す
。 申

経
御
志
三
万
五
千
円
（
合
同
読

経
）
か
ら
に
て
申
し
受
け
ま
す
。 

五
万
五
千
円
よ
り
別
座
読
経
（
個
別

で
の
読
経
）
と
な
り
ま
す
。 

 永
代

え
い
た
い

経
き
ょ
う

（
要
予
約
） 

各
本
堂
に
て
、
永
代
に
亘
っ
て
読
経

す
る
御
経
の
紐
を
解
く
永
代
経
お
紐

解
き
法
要
を
お
勤
め
し
ま
す
。
そ
の

後
、
毎
年
の
祥
月
命
日
に
は
、
毎
朝
本

堂
で
勤
ま
る
晨
朝
（
朝
の
勤
行
）
後
、

永
代
経
総
経
と
し
て
永
代
（
年
数
に
限

り
な
く
）
に
亘
っ
て
勤
ま
り
ま
す
。 

特
別
永
代
経
を
お
納
め
の
方
に
は
、

毎
年
の
祥
月
命
日
に
勤
ま
る
永
代
経

総
経
と
は
別
に
、
毎
年
本
堂
で
勤
ま
る

春
季
彼
岸
会
期
間
中
に
、
特
別
永
代
経

法
名
軸
を
荘
厳
し
て
、
春
季
彼
岸
会
法

要
と
併
修
に
て
『
特
別
永
代
経
総
経
』

を
お
勤
め
い
た
し
ま
す
。 

永
代
経
御
志
十
万
円
以
上
か
ら
に

て
申
し
受
け
ま
す
。
百
万
円
以
上
よ
り

特
別
永
代
経
と
な
り
ま
す
。 

 

葬 そ
う

骨 こ
つ

経
き
ょ
う

（
予
約
不
要
） 

ご
分
骨
等
の
余
骨
の
引
き
取
り
時

に
、
常
楽
堂
本
堂
に
て
葬
骨
経
を
お
勤

め
い
た
し
ま
す
。 

葬
骨
経
の
御
志
は
五
万
円
か
ら
申

し
受
け
ま
す
。
手
続
き
は
原
則
と
し
て

名
義
人
か
ら
の
申
請
に
限
り
ま
す
。 

ま
た
、
引
き
取
り
ま
し
た
お
骨
は
お

返
し
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
下
さ

い
。 

 御
移
徙

お

わ

た

ま

し

法
要
（
予
約
不
要
） 

初
め
て
の
ご
参
苑
の
折
、
ま
た
は
初

め
て
の
ご
納
骨
の
際
に
、
納
骨
御
仏
壇

を
新
た
に
開
か
れ
た
こ
と
を
御
本
尊

に
ご
報
告
申
し
上
げ
る
御
移
徙
法
要

を
お
勤
め
い
た
し
ま
す
。 

御
移
徙
法
要
御
志
は
三
万
円
か
ら
申

し
受
け
ま
す
。 

 

 
   

従
来
、
申
経
、
又
は
永
代
経
を
予
約
、

お
申
し
込
み
の
際
に
願
人
に
ご
案
内

し
て
お
り
ま
し
た
荘
厳
セ
ッ
ト
の
購

入
で
あ
り
ま
す
が
、
令
和
５
年
８
月
１

日
以
降
の
予
約
、
お
申
し
込
み
よ
り
、

荘
厳
セ
ッ
ト
購
入
の
ご
案
内
を
中
止

す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。 

 

８
月
１
日
以
降
は
申
経
、
永
代
経
の

御
志
に
荘
厳
費
用
を
含
み
、
予
約
、
お

申
し
込
み
を
受
付
い
た
し
ま
す
。 

そ
れ
に
と
も
な
い
８
月
１
日
以
降

の
申
経
、
又
は
永
代
経
を
執
行
す
る
際

に
御
本
尊
に
荘
厳
す
る
蝋
燭
、
線
香
等

は
、
当
苑
に
て
願
人
の
代
わ
り
に
準
備

し
、
荘
厳
い
た
し
ま
す
の
で
ご
安
心
く

だ
さ
い
。 

今
後
と
も
亡
き
人
か
ら
賜
る
御
仏

縁
を
大
事
に
し
て
い
た
だ
き
、
申
経
・

永
代
経
を
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 合

掌 

 

  

会
館
等
で
の
葬
儀
式

そ

う

ぎ

し

き

（
予
約
不
要
） 

全
国
ど
こ
で
も
お
伺
い
し
葬
儀
式

一
式
（
枕
経
・
通
夜
・
葬
儀
・
還
骨
勤

行
・
繰
上
初
七
日
）
を
厳
粛
に
執
り
行

い
ま
す
。 

葬
儀
式
一
式
お
布
施
は
三
十
万
円

か
ら
申
し
受
け
ま
す
。 

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

 

ご
自
宅
で
の
年
忌

ね

ん

き

法
要

ほ
う
よ
う

（
要
予
約
） 

 

ご
自
宅
に
出
向
き
、
年
忌
法
要
を
お

勤
め
致
し
ま
す
。
年
忌
法
要
お
布
施
は

三
万
円
か
ら
に
て
申
し
受
け
ま
す
。 

 ご
自
宅
で
の
御
移
徙

お

わ

た

ま

し

法
要

ほ
う
よ
う （

要
予
約
） 

ご
自
宅
に
出
向
き
、
ご
自
宅
に
御
仏

壇
を
お
迎
え
す
る
際
、
ま
た
片
付
け
る

（
処
分
）
際
の
法
要
、
御
移
徙
法
要
を

お
勤
め
致
し
ま
す
。
ま
た
、
御
仏
壇
や

遺
品
の
引
き
取
り
も
行
っ
て
お
り
ま

す
。
引
き
取
っ
た
御
仏
壇
や
遺
品
は
、

毎
年
行
う
盂
蘭
盆
会
期
間
中
に
法
要

と
と
も
に
焚
浄
致
し
ま
す
。 

御
移
徙
法
要
の
お
布
施
は
三
万
円

か
ら
申
し
受
け
ま
す
。
引
き
取
り
、
焚

浄
の
お
布
施
は
三
万
円
か
ら
に
て
申

し
受
け
ま
す
。 

 ご
自
宅
で
の
月
忌

が

っ

き

参
り
（
要
予
約
） 

ご
自
宅
に
出
向
き
、
毎
月
の
故
人
の

御
命
日
に
お
勤
め
致
し
ま
す
。 

月
忌
参
り
の
お
布
施
は
一
万
円
か

ら
に
て
申
し
受
け
ま
す
。 

 他
霊
園
で
の
納
骨

の
う
こ
つ

・
改
葬

か
い
そ
う

法
要

ほ
う
よ
う 

（
要
予
約
） 

他
霊
園
・
墓
所
に
出
向
き
、
納
骨
の

際
、
ま
た
改
葬
の
際
の
法
要
を
お
勤
め

致
し
ま
す
。 

納
骨
・
改
葬
法
要
の
お
布
施
は
三
万

円
か
ら
に
て
申
し
受
け
ま
す
。 

納
骨
は
完
全
予
約
制
で
す
。
ま
た
、
納

骨
手
続
き
は
願
人
（
名
義
人
）
本
人
の
納

骨
時
を
除
き
、
願
人
の
み
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
必
要
な
書
類
な
ど
の
持
参
な

き
場
合
は
お
受
け
で
き
な
い
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
必
ず
ご
予
約
く
だ
さ
い
。 

 必
要
物 

・
お
骨 

・
火
葬
埋
葬
許
可
証
の
原
本 

ま
た
は
改
葬
許
可
証
の
原
本 

※
分
骨
の
場
合
は
、
分
骨
証
明
書
（
斎

場
、
寺
院
等
発
行
） 

・
納
骨
御
佛
壇
の
鍵 

・
故
人
の
法
名
（
戒
名
）、
命
日
（
亡
く

な
ら
れ
た
日
）、
享
年
（
亡
く
な
ら
れ
た

数
え
年
）
の
控
え 

・
願
人
（
名
義
人
）
の
身
分
証
明
書 

（
運
転
免
許
証
等
）、
認
印 

 

ご
予
約
は 

東
山
浄
苑
東
本
願
寺 

尚
書
（
総
合
受
付
）
ま
で 

☏
０
７
５―

５
４
１―

８
３
９
１ 

  

    

 

  

皆
様
へ
重
要
な
お
知
ら
せ 

午後 午前 

3：00 2：00 1：00 11：00 10：00 

3：30 2：30 1：30 11：30 10：30 

 

浄
苑
以
外
で
の
各
種

か
く
し
ゅ

法
要

ほ
う
よ
う （

要
予
約
） 

 

ご
自
宅
や
会
館
、
霊
園
等
に
出
向

き
、
追
悼
法
要
等
の
各
種
法
要
を
お
勤

め
致
し
ま
す
。 

お
布
施
等
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。 

 ＊
ご
葬
儀
、
ご
自
宅
等
で
の
法
要
の
際

に
は
、
上
記
お
布
施
の
他
に
お
車
代
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。 

＊
各
種
法
要
は
、
東
本
願
寺
別
院   

本

願
寺
眞
無
量
院
が
浄
土
真
宗
の
儀
式
作

法
に
則
り
厳
粛
に
執
り
行
い
ま
す
。 

 

ご
葬
儀
、
ご
自
宅
等
で
の 

法
要
予
約
・
お
申
し
込
み
は 

東
山
浄
苑
東
本
願
寺 

教
化
部
ま
で 

☏

０
７
５―

３
７
１―

１
７
１
７ 

   

   

志 し

経
き
ょ
う

（
予
約
不
要
） 

ご
参
苑
の
折
、
納
骨
御
仏
壇
に
て
、

お
墓
参
り
勤
行
を
お
勤
め
い
た
し
ま

す
。 志

経
御
志
は
三
千
円
か
ら
に
て
申

し
受
け
ま
す
。 

年
中
行
事

ね
ん
じ
ゅ
う
ぎ
ょ
う
じ

志 し

経
き
ょ
う

（
予
約
不
要
） 

ご
参
苑
の
折
、
納
骨
御
仏
壇
に
て
、

初
盆
や
お
盆
、
彼
岸
会
と
い
っ
た
年
中

行
事
の
法
要
を
お
勤
め
い
た
し
ま
す
。 

年
中
行
事
志
経
御
志
は
二
万
円
（
初

盆
の
み
三
万
円
）
か
ら
に
て
申
し
受
け

ま
す
。 

特
別

と
く
べ
つ

墓
前

ぼ

ぜ

ん

・
墓
前

ぼ

ぜ

ん

永
代

え
い
た
い

経
き
ょ
う 

（
予
約
不
要
） 

ご
参
苑
が
無
く
て
も
、
毎
月
命
日
に

は
納
骨
御
仏
壇
に
て
、
お
墓
参
り
勤
行

を
永
代
（
十
年
～
百
年
）
に
亘
っ
て
お

勤
め
い
た
し
ま
す
。 

特
別
墓
前
永
代
経
を
お
納
め
の
方

に
は
毎
月
命
日
の
お
墓
参
り
勤
行
に

加
え
、
祥
月
命
日
や
年
忌
の
法
要
を
お

勤
め
い
た
し
ま
す
。 

                

＊
右
記
御
志
に
は
、
清
掃
費
・
荘
厳
代
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。 

 

申経・永代経 読経お扱い時間 
（妙寶院本堂又は嘉枝堂本堂にて） 

ご
葬
儀
、
ご
自
宅
等
で
の 

法
要
の
ご
案
内 
東
山
浄
苑
で
の 

 

法
要
の
ご
案
内 

申
経
・
永
代
経
荘
厳
セ
ッ
ト 

お
取
り
扱
い
変
更
の
ご
案
内 

ご
納
骨
に
つ
き
ま
し
て 

＊
各
予
約
不
要
の
読
経
は
、
午
前
九
時

よ
り
午
後
四
時
三
十
分
ま
で
随
時
受
付

い
た
し
ま
す
。
但
し
、
年
中
行
事
期
間

は
お
申
し
込
み
を
お
待
ち
い
た
だ
く
場

合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。 

 

法
要
予
約
お
申
し
込
み
は 

東
山
浄
苑
東
本
願
寺 

尚
書
（
総
合
受
付
）
ま
で 

☏
０
７
５―

５
４
１―
８
３
９
１ 

          


